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修学旅行スローガン 

 

Shining Memorial Forever 

～愛と自然に囲まれた沖縄で～ 

         

修学旅行の目的 

 ○アットホームな民泊での体験活動を通じて、沖縄の文化・自然にふれる 

   事前学習やその他で知り得た知識を実際に見聞し、体験することによって、今後の学習活

動に役立てる。 

 ○ガマ入壕による追体験をはじめ平和の大切さについて考える 

   戦争の悲惨さと平和を維持する大切さを学ぶ。 

 ○集団生活の規律と社会性を高める 

   集団として校外活動をする上で、健康や安全に注意し、また、規律や公衆道徳を守る態度

や姿勢を培い、より望ましい社会人となるための実践の場にする。 

 ○互いを尊重し、仲間を大切にする心を養う 

 

修学旅行実行委員長の言葉 

 みなさんがとても楽しみにしていた修学旅行がやってきました。２年生の時に「さとうきび畑

の唄」で見たように、沖縄は太平洋戦争の戦場となりました。だから平和がどんなに大切か学べ

ると思います。また、民泊での体験活動を通して沖縄の文化や自然にも触れられると思います。 

 一人一人が責任をもって行動し、仲間と協力してもっと絆を深めましょう！ 

そして、一生の思い出となるよう、みんなで修学旅行を思い切り楽しみましょう。 

 

修学旅行実行委員長   

校長先生の言葉 

「みんなで創る修学旅行」 

 いよいよ、５月８日（水）から２泊３日で、沖縄方面に「修学旅行」に出かけます。２年生の後半より「修

学旅行」成功に向けて、事前学習などの取組を進めてきました。その成果を発表・表現する機会が「修学旅行」

です。そのために、あらためて「修学旅行」の大きな目的を３つ、確認しておきたいと思います。 

 

①＜ふれあい＞ 伊江島での民泊家業体験を通して、沖縄の自然・歴史・文化を知るとともに、ホストファミ

リーの方々とのふれあいをもつ。           

②＜楽しむ＞  互いの「よさ」を発見し、学級や学年のつながりを豊かにする。                                       

③＜考える＞  太平洋戦争末期、地上戦となった沖縄で、戦争の悲惨さや命の大切さを実感し、沖縄が抱え

ている問題について考える。 

 

３つの目的を達成するために、私から２つのお願いがあります。一つ目は、沖縄の海など自然の素晴らしさ

や大切さなどを肌で感じてほしいと思います。二つ目は、この「修学旅行」は『学校』として参加しています。
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一人ひとりが主役の「修学旅行」ですが、同時にみんなで創る「修学旅行」でもあります。仲間との信頼関係

を深め、中学校生活の楽しい想い出がつくれるよう、みんなと力を合わせられる３日間にしてほしいと願って

います。 

 私もみなさんと同じ「八条中学校修学旅行団」の一員として、想い出づくりに参加できることを楽しみにし

ています。 

                               校長   

行程及び日程 
 

 

行 程 

 １日目 

 学校       伊丹空港      那覇空港      ひめゆり平和祈念資料館  

6:00 （バス） 8:15発 （飛行機）  10:35着 （バス）   11:45着   

               ANA763 

 

    ガマ入壕平和学習【ガイド付き】     美ら海水族館    本部港      伊江島（民泊） 

（バス）    12:30        （バス）  1５:10着 バス 16:30発（フェリー）17:00着 

 

 

 

  ２日目 

 伊江島（民泊） → 体験活動 → 伊江ビーチ 昼食学年ＢＢＱ・レク → 体験活動 → 伊江島（民泊） 

   （民家 車移動）       12：00 

 

 

  ３日目 

 伊江島（民泊）→ 伊江島       本部港         国際通り班別行動（昼食） 

離島式 9:15  10:00発（フェリー）10:30着 （バス）     12：30 着           

 

那覇空港            伊丹空港           学校 

17:05 発     （飛行機）    19:00着    （バス）   20:45着 
ANA770 
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持ち物・服装について 

＊持ち物 

 １日目の昼食（飛行機の中で食べます。捨てられるものに入れてくるといいでしょう。） 

 水筒（○ペットボトル、×缶、×ジュース、炭酸） 

  

生徒手帳・しおり・筆記用具（ハサミ・カッターはだめ）・ハンカチ・タオル・ティッシュ 

  

常備薬（学校からは薬類は渡せません）・活動用かばん 

 

腕時計（民泊体験学習・自由行動時、班・グループに１つは必要） 

 

着替え（下着・靴下・部屋着等）洗面道具（歯ブラシ・バスタオル・タオル等） 

 

体操服（民泊活動時に着てもよい） 

【持ってきてもよいもの】 

 ・カメラ・デジカメ（自分で管理すること）・ヘアーアイロン・ドライヤー（班で１つ） 

 ・日焼け止めクリーム・虫よけスプレー（ミストタイプ ×ガス）  

・帽子（目的に合っているもの）  

・おやつ（一口で食べられるもの。においのないもの。缶ジュース・ガムはだめ） 

 ・サンダル（民泊時の活動に応じて。移動時はだめ）・トランプ・ＵＮＯ 

 ・こづかい（１万円以内、３日目の昼食代を含む） 

 

   【ＮＧ（持ってきてはいけないもの）】 

 携帯電話・化粧品（メイクアップ用）・スプレー缶類（虫除け等）・マンガ・雑誌・缶ジュース 

ウォークマン・iPod等のデジタルオーディオプレイヤー・サングラス・おもちゃ 

ＰＳＰ・ゲーム機器・アクセサリー（ピアス・ネックレス・ブレスレット等） 

 

＊服装・・中学生らしいすっきりとした服装を心がけよう（×派手！×露出過多） 

 民家・就寝時・・・ジャージなどのリラックスできるもの 

 ・１日目・・・ひめゆり平和祈念資料館では制服。その後体操服（青ジャージ）に着替えて 

        ガマへ。ガマ終了後、制服に着替えて美ら海水族館へ 

 ・２日目・・・体験活動に適した服（よごれてもいいもの） 

        ※民家の人の指示に従うこと 

 ・３日目・・・中学生らしいすっきりとした服装を心がけよう（×派手×露出過多×装飾品） 

        （下は、体操服ハーフパンツ、制服スカート程度の丈） 
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諸注意 

１、旅行前 

 ① 生活リズム，健康管理をしっかりしておくこと。けがや病気等は治療しておくこと。 

 ② 持病のある人は事前に主治医と相談しておき、発病した場合の処置を担任の先生や養護の 

先生にあらかじめ相談しておくこと。また酔い止めなど必要な薬等も用意しておくこと。 

（コンタクトレンズの人は，使えなくなった場合の予備 眼鏡があるほうがよい。） 

 ③ 体験活動があるので活動に適した服装 持ち物を準備しておくこと。 

 ④ 生水・暴飲・暴食はさけ、睡眠を十分にとること。荷物の点検をしておくこと。 
 

２、出発直前の急病 けがについて 

 ① 前日までに発病したりけがをしたりした場合は 医師の許可を必ず取ること。 

 ② 前日までに、又は当日、身体の異常が出た場合、担任の先生に届け出ること。 
 

３、前日・当日の注意 

 ① 欠席・遅刻等は必ず学校に連絡すること 集合時間が早いので遅れないようにすること。 

 ② 1 日目の昼食は簡単に食べられるものにする。容器は捨てられるものにしておくこと。 

 ③ くつは，はきなれたくつをはくこと。 
 

４、旅行中の注意 

 ① 気分の悪いときは、早めに先生に連絡すること。 

 ② おやつの食べ過ぎ、ジュースの飲みすぎに注意すること。 

 ③ 民家の人の言うことに従うこと。自分勝手な行動はしない。危険な場所に近づかない。 

あいさつや食事の準備・片づけ等も率先して行うこと。万が一、民家の人のものを壊した 

りした時は正直に伝えること。言動には注意すること。 

 ④ ビーチで服をぬらさない。 民家の人の車を汚さないように注意すること。 

 ⑤ 就寝、起床時間を守ること。 
 

５、乗り物の注意 

 ① 飛行機・・・不要物を持ってこない。必要以外、立ち歩かない。 

 ② バス・・・窓から手・顏・ひじなどを出さない。大声を出さない。 

 ③ フェリー・・・危険な場所に近づかない。柵から身を乗り出さない。 

 ④ 乗り物酔いする人は睡眠を十分とること。必要に応じて酔い止め薬を服用しておくこと。 
 

６、その他 

 ① おやつは決められた時間、場所で飲食すること。ごみの処理をきちんとすること。 

 ② 買い物は決められた時間、場所ですること。 

 ③ お金の貸し借りは絶対にしない。（トラブルのもと） 

 ④ 貴重品（お金・時計・デジカメ等）の管理を徹底すること。 

 ⑤ 他校生とトラブルを起こさない。 

 ⑥ 万が一、緊急な事態が起こった場合はすぐに先生に連絡すること。 
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＜飛行機の乗り方＞ 

①バスで伊丹空港に到着したら、 

いったんモノレール下に集合し、搭乗券配布。 

 

 

②預ける荷物検査。モニターに不審物が移った場合、 

 荷物検査となります。 

 

 

 

③チェックイン。預ける荷物を渡します。 

 これは伊江島まで取れませんので注意。 

 

④保安検査（手荷物検査）カバンだけでなく、 

 ポケットに入れているものや、ベルト、腕時計など 

 外してかごに入れる。ハサミなど注意。 

 持ち込んだ場合は５０万円以下の罰金。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ゲートを通る。音が鳴った場合は、 

 必ず係員の指示に従う。 

 

 

 

 

⑥搭乗口に向かい、順番に飛行機に乗り込み、 

着席し、シートベルトをつける。 

 必ず、添乗員さんの指示に従う。 
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持ち物チェック表 

 

持ち物 チェック 持ち物（もってきてもよい） チェック 

しおり  体操服（民泊活動時）  

筆記用具  
おこづかい 

（昼食代含む一万円以内） 
 

生徒手帳  カメラ・デジカメ（自己管理する）  

一日目の昼食（捨てられる容器）  ドライヤー（班で一つ）  

水筒  ヘアーアイロン（班で一つ）  

着替え（民泊、寝着、国際通り用） 

（靴下、下着、などなど） 
 

日焼け止め（缶はダメ）  

虫よけ（缶はダメ）  

体操服（上下青ジャージも）  おやつ  

腕時計（班に一つ以上）  サンダル（民泊の活動に応じて）  

常備薬（酔い止め・頭痛薬など）  トランプ orＵＮＯ  

活動用カバン    

ハンカチ    

タオル    

ティッシュ    

懐中電灯    

軍手    

雨具（折畳み傘。加えてガマでは傘

が使えません。カッパも必要です） 
   

洗面道具 

（歯ブラシ、バスタオルなど） 
   

三日目の昼食代    

 

 

 

 

 

 

 


